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小田原市は、西部に箱根外輪山、

東部に大磯丘陵を有し

その深い森や里から流れ出すいくつもの清流や

富士山・丹沢山系を水源とする酒匂川が

足柄平野を潤しながら相模湾へ注ぎ

多種多様な命が織りなす生態系を形成しています。

こうした森里川海がコンパクトに「ひとつらなり」となった

全国でも有数の豊かな自然環境は、様々な生物の命を守り育て

清浄な空気、水、食料、安らぎなど

暮らしや営みに欠かせないものを生み出しています。

そして、その恩恵を受けながら、様々な文化や産業が醸成され

長い歴史を紡いできました。

これらは、市民の誇りであり

時代を越えて守り続けるべき宝物です。

この豊かな自然環境と暮らしや営みが調和する

持続可能なまちを目指し、生物多様性を育む

ネイチャーポジティブの考えを共有し

行動することをここに宣言します。


